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　コロナ禍前の2019年には延べ229万人の香港人が日
本を訪れており、その中には複数回訪れている香港人
もいますが、750万人の人口比で約3割強の香港人が日
本を訪れた計算になります（図表₁）。その後デモの
激化、コロナ禍があり訪日客数も大幅に減少しました
が、2022年10月の香港からの個人手配旅行の再開以降、
訪日客数も回復しつつあり、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
が発表した訪日香港人数（推計値）では、2023年₁
月から10月までで延べ166.1万人と、2019年の同時期
184.1万人の₉割程度まで回復しています。

　旅行商品販売を展開する
「Ｋｌｏｏｋ」が、今年₈月に発
表した日本を含むアジア太平
洋地域12市場のミレニアル世
代※₁、Ｚ世代※₂にあたる18
～40歳を対象に実施した調査
では、回答した香港人の96％
がこの₁年で海外旅行を計画
しており、さらに69％が₂～
₄回の旅行を計画しています。

　香港・熊本間の直行便が再開され、香港エクスプレス航空は11月から毎週水・金・日曜、香港航空は12月から毎週火・木・
土曜に運航します。これにより、月曜日を除く毎日、香港・熊本間は直行便で結ばれることとなりました。
　多くの香港人は親日的で日本の文化に馴染み深く、「日本へ行く」ことを「返郷下（故郷へ帰る）」と冗談交じりに表現す
るほど、日本を身近に感じている人が多くいます。今回は、そんな香港人、特にミレニアル世代、Z世代の最新の旅行動向
についてご紹介いたします。

宮原　智彦
熊本香港事務所

香港－熊本直行便が週₆便に！
～香港人訪日旅行者の直近の傾向～

■ 10月までの訪日香港人は166.1万人

※₁　ミレニアル世代（1980年代前半～1990年代後半生まれ）　※₂　Ｚ世代（1990年代後半～2010年代後半生まれ）
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■ 香港人の訪日旅行の人気は衰えず

国名 旅行希望先 国名 旅行希望先 国名 旅行希望先

香港
日本（52%）

マレーシア
日本（40%）

日本
国内（68%）

中国（19％） タイ（37％） 韓国（18%）
タイ（19％） 国内（33%） シンガポール（14%）

フィリピン
日本（51%）

韓国
日本（51%）

シンガポール
日本（41%）

国内（36％） 国内（30％） マレーシア（33％）
韓国（34%） ベトナム（14%） 韓国（25%）

台湾
日本（76%）

タイ
国内（58％）

オーストラリア
国内（28％）

韓国（26%） 日本（56%） 日本（16%）
シンガポール（24%） シンガポール（31%） タイ（15%）

ベトナム
シンガポール（39%）

インド
シンガポール（36%）

中国
国内（34％）

国内（38％） 国内（26%） シンガポール（20%）
日本（36%） モルディブ（24%） 日本（19%）

図表２　各国の旅行希望先

出所：Ｋｌｏｏｋ資料から

出所：日本政府観光局ホームページから

図表１　香港からの訪日客の推移（累計）
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